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平成26年度一関市防災フォーラム
開催日時：平成27年３月８日㈰ 13時20分〜15時30分　　会場：川崎公民館大ホール

今後の行事予定
６月７日～13日	 危険物安全週間
６月27日	 危険物取扱者試験
７月５日	 一関市水防訓練
７月18～19日	 避難所生活体験研修会
９月１日	 防災の日

９月１日～30日	 防火ポスター募集
９月６日～12日	 救急医療週間
９月９日	 救急の日
10月18日	 一関地区支部連合演習
10月24日	 危険物取扱者試験

一関市消防本部のホームページ
一関消防WEB

で検索 検索

火災などの災害情報の問い合わせ
TEL 0180 − 991199



熱中症に
注意しましょう！

（無防備な　心に火災が　かくれんぼ　平成27年度全国統一防火標語）（無防備な　心に火災が　かくれんぼ　平成27年度全国統一防火標語）

熱
中
症
の
季
節
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
！

　

こ
の
よ
う
な
日
が
一
日
で
も
あ
れ
ば

熱
中
症
注
意
日
で
す
。
熱
中
症
が
起
こ

り
や
す
い
の
は
、
太
陽
が
照
り
つ
け
る

暑
い
日
の
み
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
湿
度

の
高
い
日
な
ど
は
気
づ
か
な
い
う
ち
に

脱
水
症
状
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
も
と
も
と
体
液
が
減
少
し
、

水
分
や
塩
分
の
摂
取
に
重
要
な
食
事
量

も
低
下
し
が
ち
な
高
齢
者
は
、
発
汗
に

よ
る
体
温
調
節
機
構
が
十
分
機
能
せ

ず
、 

脱
水
症
を
起
こ
し
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。 

脱
水
症
の
症
状
が
出
る
前
、

「
か
く
れ
脱
水
」
の
段
階
を
早
め
に
気

づ
き
、
対
策
を
と
っ
て
い
く
こ
と
が
、

高
齢
者
が
夏
は
も
ち
ろ
ん
気
温
が
高
い

季
節
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
の
基
本
で
す
。

高
齢
者
が
「
か
く
れ
脱
水
」
段
階
で
脱
水
症

を
予
防
し
て
い
く
た
め
に
、
日
常
生
活

で
心
が
け
る
こ
と
を
知
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

心
が
け
る
こ
と
は
、
高
齢
者
が
脱
水

症
を
起
こ
し
や
す
い
環
境
を
で
き
る
だ

け
改
善
す
る
こ
と
。
室
内
だ
か
ら
と

い
っ
て
熱
中
症
を
起
こ
さ
な
い
と
い
う

の
は
間
違
い
で
す
！
逆
に
室
内
は
熱
が

こ
も
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
外
出
時
は

外
気
と
の
温
度
差
の
あ
る
環
境
で
の

体
温
調
整
の
工
夫
を
す
る
こ
と
。
食
事

な
ど
で
防
衛
体
力
を
で
き
る
だ
け
保
持

す
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、

こ
ま
め
な
水
分
、
塩
分
補
給
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
日
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

 

◦
気
温
が
高
い 

◦
湿
度
が
高
い

 

◦
風
が
弱
い 

◦
日
差
し
が
強
い

 

◦
照
り
返
し
が
強
い 

◦
急
に
暑
く
な
っ
た

大雨や台風等で
危険が迫った時の避難行動

気象情報で「警報」や
避難に関する情報※が
出ていますか？

指定された避難場所等へ
早めに避難しましょう。

自宅や近隣建物の２階
以上の高所へ避難し、
救助を待ちましょう。

※避難に関する情報とは……
　一関市では避難に関する情報として「避難準備情報」「避難勧告」「避難指示」の
３つを段階的に発令します。
　避難に時間を要する方は、「避難準備情報」が出された時点で避難行動を始めま
しょう。また、自主防災組織等は避難行動要支援者への避難支援を開始しましょう。
　避難行動要支援者については３ページをご覧ください。

気象情報や周辺の状況の変化に
注意し、情報の収集や避難する
準備をしましょう。

はい

いいえ

すでに浸水している、
または夜間で見通しが
悪いですか？

はい

いいえ

危険!!

２

広報 1 1 9広報 1 1 9



（無防備な　心に火災が　かくれんぼ　平成27年度全国統一防火標語）

シ
リ
ー
ズ
第
十
八
回

　

高
齢
者
の
事
故
の
発
生
原
因
と
し
て
、

加
齢
に
よ
る
筋
力
の
低
下
、
嚥
下
障
害
や

集
中
力
の
低
下
、
ま
た
認
知
力
の
低
下
に

よ
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

筋
力
の
低
下
に
よ
る
も
の
で
は
転
倒
や

転
落
で
す
。
わ
ず
か
な
玄
関
の
段
差
や
足
の

も
つ
れ
、
ま
た
ベ
ッ
ド
や
車
椅
子
の
移
乗
時

な
ど
で
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
年
齢
を
重
ね

る
と
全
身
の
骨
が
も
ろ
く
な
っ
て
お
り
、

少
し
ひ
ね
っ
た
り
、
打
撲
し
た
り
し
た
だ
け

で
も
簡
単
に
骨
折
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
自
分
自
身
で
は
慎
重
な
行
動
を
心
が

け
、周
囲
の
方
は
気
配
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

嚥
下
障
害
で
は
、
飲
み
込
む
力
も
弱
く
な

り
、
簡
単
に
食
べ
物
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
練
り
物
や

モ
チ
な
ど
は
大
変
危
険
で
す
。
こ
う
し
た

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
少
し
ず
つ
ゆ
っ
く

り
と
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

集
中
力
の
低
下
や
認
知
力
の
低
下
に
よ
る

高
齢
者
の
自
動
車
運
転
中
の
事
故
も
非
常

に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
原
因
と
し
て
は
、

ハ
ン
ド
ル
の
切
り
損
ね
や
ギ
ヤ
の
入
れ
間
違
い
、

人
や
障
害
に
気
づ
い
て
か
ら
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

る
ま
で
の
時
間
の
延
長
な
ど
、
若
年
者
に
は

　
高
齢
者
の
事
故
等
に
つ
い
て

県
立
磐
井
病
院
救
急
医
療
科
長
　
片
　
山
　
貴
　
晶
　

な
い
よ
う
な
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
高
速
道
路
の
逆
走
な
ど
が
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
若
い
こ
ろ
の
つ
も

り
で
い
る
と
大
変
危
険
で
す
。
認
知
力
の

低
下
に
よ
り
、
夜
間
に
徘
徊
し
て
転
落
や

交
通
事
故
で
命
を
落
と
さ
れ
る
方
も
非
常
に

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
家
庭
用
品
の

誤
食
・
誤
飲
も
多
く
、
家
庭
で
の
管
理
が

重
要
と
な
り
ま
す
。認
知
症
の
初
期
症
状
は
、

本
人
だ
け
で
な
く
周
囲
の
方
も
気
づ
い
て
い

な
い
こ
と
も
多
く
、
家
族
の
方
な
ど
の
日
頃

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

問：避難行動要支援者とは？

答：「避難行動要支援者」とは、災害が
発生した場合に本人のみでは避難
することが困難であり、支援を必要
とする方のことをいいます。
　このほかに、高齢者、障害者、
乳幼児その他の特に配慮を要する
人を「要配慮者」といいます。一関
市には要配慮者が約 15,000 人、
そのうち避難行動要支援者が約
4,500 人暮らしています。地域の
協力で、避難の支援などを行って
いく必要があります。

消防Q＆A
　

一
関
地
域
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会

（
熊
谷
典
男
会
長
）
の
平
成
26
年
度
第
２
回

研
修
会
が
一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
元
教
員
で
山
田
町
愛
宕

地
区
自
主
防
災
会
の
田
村
剛
一
会
長
を
招
き
、

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
同
地
区
の
津
波
被
害
の

体
験
談
や
、
火
災
な
ど
に
よ
る
二
次
被
害
の

恐
怖
や
災
害
発
生
時
に
お
け
る
自
主
防
災
組
織

の
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
回
の
講
演
で
は
、
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織

活
動
の
重
要
性
を
改
め
て
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

一
関
地
域
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
研
修
会

平
成
27
年
２
月
８
日

３
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携帯電話のＱＲコード
読み取り機能を利用
すると栗駒山の情報
にアクセスできます

（無防備な　心に火災が　かくれんぼ　平成27年度全国統一防火標語）

積極的な活動と
災害に強い地域づくりの活動を表彰

優良自主防災組織等表彰式

　２月21日㈯一関市消防本部で優良自主防災組織等
表彰式が行われました。これは自主防災組織等の活動
の推進と地域防災力の向上を目的に、優れた活動を
行っている組織やその指導者を毎年表彰しているもの
です。表彰を受けた方々は下記の通りです。

（敬称省略）
申請の部
一関地域婦人消防協力隊
　分隊長　佐々木八重子
平泉町婦人消防協力隊
　分隊長　千葉　恵子
平泉町第12区自主防災会
　会　長　鈴木　節郎

応募の部
三関第一民区自主防災会
東中田民区自主防災会
市ノ通自治会自主防災会
流矢自治会防災部
平泉町第13区自主防災会
平泉町第15区自主防災会
平泉町第19区自主防災会

表彰を受けた皆さま

発行日　● 平成 27年５月 25日
編　集　● 一関市消防本部
　　　〒021−0053　岩手県一関市山目字中野140−3
　　　TEL（0191）25−0119

● 表紙は平成26年度一関市防災フォーラムの様子 ●
　山本准教授（岩大）の講演、「みんなの安心の会」による寸劇、自
主防災組織の活動を紹介するパネル展示がありました。一関市消防
本部では防災リーダーの育成に取り組んでいます。

　一関信用金庫より支援車及び高規格救急自動車が寄
贈され、３月６日㈮一関市消防本部において贈呈式が
行われました。
　支援車は災害現場で活動する隊員への後方支援や消
防防災の普及啓発で、必要な資機材を積載し、様々な
用途に使用します。
　また、高規格救急自動車は救急隊員が乗車し、応急
処置や救急救命活動が十分できるよう活動しやすい車
内空間と必要な資機材を有している車両です。

支援車・高規格救急自動車が
寄贈されました

避難所生活体験研修会参加者募集

問
合
せ
先

いわてモバイルメール関係
政策地域部 情報政策課 地域情報化担当
　電話番号：019-629-5313
火山情報関係
総務部 総合防災室 防災危機管理担当
　電話番号：019-629-5156

　東日本大震災を振り返り、避難所の運営に参加体験し、
避難者の役割等について考えます。
１．と　き　７月18日㈯ 午後４時から
　　　　　　　　19日㈰ 午前10時まで
２．ところ　千厩農村環境改善センター
　　　　　　（一関市千厩町千厩字上駒場360−12）
３．定　員　80名
４．内　容　避難所運営体験等
５．問合せ　

６月15日から受付
を開始します。各
消防署・分署へお
申し込みください。

火山いわて　　情報
モバイルメールサービスについて

火山

　岩手県では、登山者等に対して火山情報を提供
するため、平成27年３月25日から火山情報を配信
しております。
　ぜひ、登山開始前などに登録し、平時・緊急時に
火山情報を受け取れるようにしておきましょう。
　○ 受け取れる火山
　　・岩手山
　　・秋田駒ヶ岳
　　・栗駒山
　　・八幡平

《URLからの登録》
　http://www.highway.pref.iwate.jp/mobile/

４
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